

























































































































































































































































































































































































































































































































































身長 体重 立幅跳 立幅跳（得点）
6歳前半（17名）110.1（3.7） 18.7（2.3） 99.9（17.5） 2.4（0.8）
5歳後半（16名）108.8（4.2） 17.8（2.2） 94.4（12.9） 2.5（0.9）
5歳前半（19名）104.6（3.5）＊ 16.9（1.4） 92.9（18.3） 3.0（1.0）
表２　発育年齢別にみた各変数の比較（男児）
身長 体重 立幅跳 立幅跳（得点）
6歳前半（21名）109.6（5.5） 18.1（3.0） 96.3（15.9） 2.7（1.1）
5歳後半（15名）107.2（3.7） 17.2（1.3） 82.1（13.9）＊ 2.3（0.8）

































































































































５歳前半 ５歳後半 ６歳前半 全体
男児 女児
図12　発育年齢別及び全体でみた立幅跳観察評価（B 評価以上）
－9－
鹿児島県における幼児の発育・発達に関する研究
まり、これまでの報告値と比較すると小さかった。一
方女児においては、この間の増加は15cm になり全国値
とほぼ同じ伸びであった。
４）発育段階別の立幅跳の記録を得点別にみると、男女
児ともに得点は低い傾向にあった。男児では５歳前半
から６歳前半にかけて得点は低くなる傾向にあった一
方で、女児では男児にみられた得点の減少はみられな
かった。
５）観察評価法からみた立幅跳の習熟度をみると、男児
全体の平均値は51.1％であり、ほぼ半数近い幼児が全
体として跳動作を完成させている印象であった。一方、
女児においては全体の平均値は31.6％であり、男児と
比較して跳動作を完成度はやや低い印象であった。
これらの結果をもとにすると、本研究園児は、運動能力
の発達としてやや未熟であることが示唆されたが、これは
１つには測定の実施方法にやや問題があったことも原因の
１つであったとみられることから、今後はこれらの改善に
も取り組みながら園児数を増加させてさらに検討していく
必要があろう。また跳躍動作の習熟度調査については、特
に観察者の運動経験やその評価法について改善の必要も感
じた。なお、本研究結果は、授業としての保育内容（健康）
で学生に示すとともに、児童教育学科教員資格審査へ向け
た研究の一環として取り組むものでもあった。
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